
勘 
かん 

平 
べい 

が足 
あし 

をとられてよろけるすきに、長 
なが 

能 
のり 

は飛 
と 

びおり、馬のりになって攻 
せ 

めた。あわや、 

勘 
かん 

平 
べい 

の命 
いのち 

もこれまでと思われたが、目 
もく 

前 
ぜん 

の太 
た 

刀 
ち 

をはらいのけ、組みふせられた胸 
むね 

をつかん 

ではねのけた。勘 
かん 

平 
べい 

は立ちあがるやいなや、 

相 
あい 

手 
て 

にくみつき、ねじふせようとしたが相 
あい 

手 
て 

も強かった。ようやく、組みふせて、首をと 

ろうとすると、家 
け 

来 
らい 

が数 
すう 

人 
にん 

、勘 
かん 

平 
べい 

にかかって 

きた。一 
いち 

時 
じ 

は攻 
せ 

めこんだが、多 
た 

勢 
ぜい 

に無 
ぶ 

勢 
ぜい 

でこ 

んどは勘 
かん 

平 
べい 

が組 
く 

みしかれてしまった。そして、 

ついに、むざんにも、つき殺 
ころ 

されてしまった 

のである。 

長 
なが 

能 
のり 

は、むずと立ちあがると、 

「敵 
てき 

ながら、あっぱれな士 
さむらい 

じゃ。きっと名のあ 

る武 
ぶ 

士 
し 

に相 
そう 

違 
い 

あるまい。この首は大 
たい 

切 
せつ 

に持 
じ 

参 
さん 

し、家 
いえ 

康 
やす 

公 
こう 

に見 
けん 

参 
ざん 

せよ。 」 

と命 
めい 

じた。また、勘 
かん 

平 
べい 

の持 
も 

っていた長 
なが 

脇 
わき 

差 
ざし 

を 

大 
たい 

切 
せつ 

に持 
も 

ちかまえ、 

「 これは、名のある武 
ぶ 

将 
しょう 

の刀 
かたな 

、授 
さず 

けるぞ。 」 

と、伊 
い 

藤 
とう 

与 
よ 

兵 
へ 

衛 
え 

にわたした。 

勘 
かん 

平 
べい 

はじめ、美 
み 

濃 
の 

側 
がわ 

のいさましい戦 
たたか 

いもつ 

いに功 
こう 

ならず、敗 
はい 

残 
ざん 

のうきめをみることにな 

ったのである。米野につくられた竹やらいは 

ふみくだかれ、田畑は乱 
みだ 

れ、人 
じん 

家 
か 

は焼 
や 

かれ、 

無 
む 

数 
すう 

の死者を出し、戦 
せん 

場 
じょう 

はさらに西へと進ん 

でいったのである。 

これより、天 
てん 

下 
か 

わけての関 
せき 

ヶ 
が 

原 
はら 

の戦 
たたか 

いに発 
はっ 

展 
てん 

し、一つの時 
じ 

代 
だい 

の終 
しゅう 

末 
まつ 

をつけるときでもあ 

った。勘 
かん 

平 
べい 

は大 
おお 

垣 
がき 

の池 
いけ 

尻 
じり 

城 
じょう 

主 
しゅ 

の子で、年 
とし 

はま 

だ二十一歳 
さい 

であった。 

「 おい、見たかや。聞いたかや。 」 

「 おお、見たとも、聞いたとも。 」 

米野の村 
むら 

人 
びと 

たちで、勇 
ゆう 

敢 
かん 

に戦 
たたか 

った勘 
かん 

平 
べい 

の名 

を告 
つ 

げぬ者 
もの 

はなかった。 

荒 
あ 

れた田 
た 

畑 
はた 

もやがてたちなおり、 

「 知ってるか。 」 

「 知ってる。 」 

「 お前も知ってるか。 」 

「 どうして知らずとも 

…。 」 

村人は、こうしてい 

つまでも、米野の戦 
たたか 

いを語 
かた 

り伝 
つた 

えている。 

（おわり） 
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米野の戦い跡（笠松町米野） 

　インフルエンザは通常、１１月下旬から１２月上
旬に流行し始め、１月から３月にピークを迎えます。
平成２１年には新型インフルエンザが世界で広まり、
ここ２０年で最大の流行規模となりました。 
　インフルエンザは、突然の発熱や全身のけん怠
感などの症状が特徴です。普通の風邪とは違い、
伝染性が強く、重症化しやすいため、注意が必
要な感染症です。 
　日常生活の中でインフルエンザを予防するた
めには、次のことが大切です。 
①栄養と休息を十分とる 
②外出後は手洗いとうがいをする 
③マスクを着用する 
④室内の湿度を５０～６０％に保つ（インフルエン
ザウイルスは湿度に非常に弱いため） 
⑤流行時には人ごみを避ける 
　もしインフルエンザにかかってしまったら、周り

の人へうつさないために、マスクをつけ（咳エチケ
ット）、外出を控えましょう。 
咳エチケット 
・咳やくしゃみの際は、ティッシュなどで口と鼻を
押さえ、他の人から顔をそむけ１m以上離れる。 
・鼻汁や痰などを含んだティッシュを蓋付きのご
み箱に捨てられる環境を整える。 
・咳をしている人にマスクの着用を促す。 

　流行前にインフルエンザワクチンの予防接種を
受けることも、感染予防やかかった場合の症状の
軽減に有効です。町では６５歳以上の方にインフ
ルエンザの予防接種料の助成制度を設けていま
す。また、６０歳以上の任意接種の方にインフルエ
ンザ予防接種料の一部を助成しています。まだ
接種されてない方は、早めに接種してください。 
【問 合 先】福祉健康課 

インフルエンザを　 
　　　　　　予防しましょう 
インフルエンザを　 
　　　　　　予防しましょう 

せき 

たん ふた 


